
イノベーション(ポイントのみ)

黒だけじゃないモデルT！
1926年はフォード社とモデルTにとって非常に重要な年
でした。フォード社はこの時、市場におけるシェアをより多
くの機能と車の色の選択肢が多い競争会社によって失
っていました。そしてこの時、すべての州で舗装された道
路が建設されたことにより、女性の運転機会が急激に
増えました。このことで、フォード社は新しい車の定義を
改めて改良型モデルTを製造しました。これはグリーン、マ
ロン、ブラウン、ブルー、グレーなど色の選択肢がありまし
た。また、社内の空気循環を良くするためにフロントガラス
の下部に傾斜をつけ、ガソリンの流れを改善するためガ
スタンクも移動させ、コイルボックスをエンジンの上に設置
しました。見た目は現代的に見えるように、全体的に低
く作られました。

製造商

組付工場

ﾓﾃﾞﾙ生産量

総生産量

馬力

重量 

当時売価 

新しいニッケルメッキのラジエーターシェル

フロントカウル内の新しい位置に設置された燃料タンク

より大きく重いランニングボード

より長いクロスメンバを備えた新しいシャーシフレーム

より大きなエンジンブレークドラム

価格は1925年と変わらず

Piquette Asset: 20152001japanese

製造情報
フォードモーターカンパニー

/フィールドボディカンパニー

ミシガン州のハイランドパークのフォードハイランド

パーク工場、(子会社工場)

364,408

1,655,107 (完成車)

20

1,738ポンド/ 788キログラム

$375 (USD)

1926 モデルT ツーリングカー
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